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STRDESIGN  V18.1 バージョンアップ項目について  

 
 
 
 
 

＜機能一覧＞ 

No. 区分 内容 詳細 

1 出力 
[入力機能強化] 

３次元可視化ツールの標準装備 

これまで有償オプションとして提供してきた３次

元可視化ツールを標準装備としました。 

（既にお持ちのお客様は、バージョンアップを特別

価格にてご提供致します） 

2 出力 
[入力機能強化] 

入力途中での３次元可視化対応 

これまで構造計算実行後に３次元可視化が可能で

したが、構造計算未実施で部材入力が途中でも３次

元可視化が可能となりました。 

3 入力 
[入力機能強化] 

入力画面を最大４分割表示に対応 

入力画面を分割なし、２分割（縦・横）、４分割に

切り替えることが可能となりました。 

平面・立面の表示方向、プランや伏図などの表示モ

ードの表示を同時に確認できます。また、各画面の

拡縮も個々に設定できます。 

4 全体 

[告示改正] 

「積雪後に雨が降ることを考慮し

た積雪荷重の強化」に対応 

２０１９年１月に改正された告示「一定規模の緩勾

配屋根について、積雪後の降雨も考慮した積雪荷重

の考慮」に対応しました。 

5 全体 

[機能強化] 

ペントハウス専用の入力機能を追

加 

ペントハウス専用の入力コマンドを追加しました。 

入力したペントハウス領域より、床面積・床荷重・

壁荷重を自動で認識します。ペントハウス階の柱引

抜力は下階柱への個別設定で考慮できます。 

6 全体 

[機能強化] 

めり込み防止プレートの詳細計算

対応 

めり込み防止プレートの仕様を登録することで、プ

レート自体の検討に対応しました。 

7 全体 
[機能強化] 

ルーフバルコニー対応（面荷重） 

面荷重を設定する「積載荷重」コマンドに、積載荷

重（梁柱基礎用）と積載荷重（地震力用）を設定で

きるようにし、それぞれの荷重が各種計算で使い分

けられるように対応しました。 

8 全体 

[機能強化] 

分布荷重（梁上）、集中荷重（梁上）

の積載荷重対応 

「分布荷重（梁上）」および「集中荷重（梁上）」コ

マンドに、積載荷重（梁柱基礎用）と積載荷重（地

震力用）を設定できるようにし、それぞれの荷重が

各種計算で使い分けられるように対応しました。 

① 立体的に把握するための入力機能の強化  

② 告示改正「積雪後に雨が降ることを考慮した積雪荷重の強化」対応 

③ その他機能強化 



2020 年 1 月 
富士通エフ・アイ・ピー株式会社 

All Rights Reserved Copyright 富士通エフ・アイ・ピー株式会社 2020 

9 全体 
[機能強化] 

梁の断面欠損係数（パラメータ）を

Ｉ、Ｚそれぞれで指定に対応 

梁の断面欠損係数は、仕口加工の状況による断面欠

損係数はＩ、Ｚで共通でしたが、それぞれに係数を

指定できるようにしました。 

10 全体 
[機能強化] 

柱の小径・有効細長比の非住宅対応 

柱の小径・有効細長比の検定基準値（令４３条第１

号の表）の非住宅用の値での検定に対応しました。 

11 全体 

[機能強化] 

梁断面算定で、令４６条壁量計算機

能を追加 

計算目的が梁断面算定において、令４６条壁量計算

とＮ値計算の検討を可能としました。また、計算目

的が梁断面算定関連の場合、梁の検討で短期水平力

の考慮有無を選択できるようにしました。 

12 全体 

[機能強化] 

令４６条壁量計算で、Ｎ値計算（告

示第 1460 号）対応 

計算目的が令４６条壁量計算において、２階建てま

での場合は、Ｎ値計算（告示第 1460 号）の検討を

可能としました。 

13 全体 

[機能強化] 

インナーバルコニーの床面積算入

対応 

インナーバルコニー（２階以上で小屋までバルコニ

ーの壁・柱がある場合）の領域を、該当階床面積に

算入するようにしました。 

14 出力 

[機能強化] 

べた基礎のスラブ記号の任意文字

対応 

べた基礎のスラブ記号を、任意の文字に設定できる

ようにしました。 

15 出力 

[機能強化] 

計算書の作図に図面タイプ指定

を反映 

計算書内の基礎伏図、床伏図、屋根伏図、小屋伏図、

立面図で出力対象としている部材について、図面タ

イプ指定の設定を反映できるようにしました。 

16 その他 
[機能強化] 

吹抜の積載荷重対応 

吹抜がある物件で、計算時に「部屋別床積載荷重」

に吹抜用の積載荷重レコードがない場合、自動で追

加（荷重はすべて０）するように対応しました。 
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【１】[入力機能強化] ３次元可視化ツールの標準装備 

【２】[入力機能強化] 入力途中での３次元可視化対応 

 

３次元可視化ツールが標準装備となりました。 

これに係わるキーライセンスは基本システムに含まれるため、キー設定部分がなくなりました。 

      

           ネットキー/ライセンス選択画面 

 

※ＵＳＢキーの場合は、３次元可視化ライセンスを付与しています。 

 

起動後、縦タブの「ビューア」タブが必ず表示されます。 

ここの「３Ｄビューア表示」コマンドをダブルクリックすると、３次元用データを生成し、３次元

可視化ツールを表示します。 

 

 

 

 

 

 

① ３Ｄビューア表示（入力時）は、計算を実行していない入力途中時に３Ｄビューアを表示す

るためのコマンドです。ただし、見付面など入力が必須な部材があります。 

② ３Ｄビューア表示（許容応力度計算結果）以降のコマンドは、各計算が実行されている前提

となります。３Ｄビューア表示で、結果も色分けされて表示できます。 
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【３】[入力機能強化]  入力画面を最大４分割表示に対応 

 

赤枠のツールボタンで分割表示の切り替えが可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■４分割表示時 

   左上が部材の入力・編集が可能な画面で、それ以外は表示のみの画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力用画面 
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  ■２分割表示（縦、横） 

   縦分割は左、横分割は上が入力用画面で、右または下は表示のみの画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  ＜分割表示した場合の制御について＞ 

① 入力用画面 
分割しない場合と同様で、各種部材入力コマンド（部屋、柱、梁など）および、メニュ

ーバーの編集・入力制御・表示の各メニュー、これと連動するツールボタンの制御が 
連動しております。 

② 表示用画面 
制御を行うには、マウスカーソルを制御したい画面上に置き、右クリックすると以下の

ポップアップメニューを表示し、制御したいメニューを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ※「縮尺リセット」は、入力用画面と同じ縮尺にします。 
      これ以外は従来のメニューと同じ動作となります。 
 
 
 ＜ご案内＞ 
 次回カウントアップ版（無償対応版）にて、分割時でも『通り表示』に対応する予定です。 
 

  

入力用画面 
入力用画面 
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【４】[告示改正] 「積雪後に雨が降ることを考慮した積雪荷重の強化」に対応 
 

入力した屋根から割増係数を自動で算定して考慮します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前提条件として、「建物概要」の『多雪地域区分』と『積雪深さ』を参照しています。 
入力した屋根の勾配と入力形状より『最上端から最下端までの水平投影長さ』を自動算定します。 
 
また、屋根プロパティの『緩勾配屋根積雪荷重割増』フラグにより、強制的に“割増する／しない”

を設定することも可能です。“割増する”場合は、『最上端から最下端までの水平投影長さ』を直接

入力します。 ＜計算書：設計荷重＞ 
 
 
 
 

 

 

 

 

計算書には、算定した割増係数のほか、算定に使用したｄｒ（屋根勾配と棟から軒までの長さに応

じた値）も出力します。  

＜検討対象＞ 

 ① 多雪区域以外の区域にある建築物 

  （垂直積雪量が 15cm 以上） 

 ② 大スパン（棟から軒までの長さが 10m 以上） 

 ③ 緩勾配（15 度以下） 
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【５】[機能強化] ペントハウス専用の入力機能を追加 

 

ペントハウスは従来の小屋裏収納コマンドと同様に、入力階の見上げに設定します。 

入力時のプロパティ画面で、屋根荷重、積雪荷重、ペントハウス階高、外壁単位荷重を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■床面積は、ペントハウスの入力階に加算されます。（下に位置する階の全てに算入も可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■荷重は、プロパティ画面で設定した屋根荷重と積雪荷重がそのまま面荷重として考慮します。 

 また、ペントハウス階高と外壁単位荷重より、入力したペントハウス構成辺の壁に壁荷重を 

 生成します。 

 ＜計算書：追加荷重＞ 
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 床荷重は、仕様の『部屋種類別床単位荷重』の処理区分９－ペントハウスを参照し自動生成

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜計算書：設計荷重＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ペントハウスを設定することにより、以下の計算に考慮されます。 

 ●建物重量の算定 

 ●柱の長期軸力、荷重の伝達表 
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■柱の引抜力は、ペントハウス階の柱入力はありませんので、その下の階に上階柱からの引抜 

 力を設定します。項目横の『算定』ボタンで『短期軸力の算定ツール』が利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜計算書：柱頭柱脚接合部の検討＞ 

柱プロパティで設定したペントハウス階の短期軸力は、『上階のＶｓ＊β』に考慮されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■見付面は従来のとおり、ペントハウス部分を想定した形状で設定します。 
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【６】[機能強化]  めり込み防止プレートの詳細計算対応 
 

柱プロパティ[詳細入力]タブの『めり込み検討の有無（めり込み防止プレート使用）』のめり込み検討フ

ラグを“0-検討する”に設定し、『めり込み防止プレートコード』で該当するめり込み防止プレート仕様

を選択すると、プレート自体のめり込み耐力と曲げ応力が計算されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、上記コードは、仕様タブに『めり込み防止プレート仕様』で設定しています。 

（旧データはデータを開く際に自動で追加されます） 

 

 

 

＜計算書：めり込みの検討＞ 
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【７】[機能強化] ルーフバルコニー対応（面荷重） 
【８】[機能強化] 分布荷重（梁上）、集中荷重（梁上） 
 

「積載荷重」、「分布荷重（梁上）」、「集中荷重（梁上）」の入力項目に、“積載荷重（梁柱基礎用）”と“積

載荷重（地震力用）”を追加しました。また、各種計算にあった荷重で検討するように対応しました。 
 【積載荷重（地震力用）で検討する計算書項目】 
  ・建物重量の算定 
  ・柱の軸力（固定荷重＋積載荷重（地震力用）でも集計している） 
  ・梁の設計（分布荷重でたわみ検討時用に使用している） 
 

        

 

ルーフバルコニーを設定する場合は、陸屋根（勾配０）と同じ領域に「積載荷重」コマンドを設定しま

す。その際、固定荷重を屋根荷重で設定した場合は０とし、積載荷重（梁柱基礎用、地震力用）を設定

することで、正しく荷重が考慮されます。 

（積雪荷重は屋根を指定していることで、考慮されます） 
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【９】[機能強化] 梁の断面欠損係数（パラメータ）をＩ、Ｚそれぞれで指定可能 
 

構造計算パラメータの「剛性低減・梁」タブにある断面欠損係数をＩ，Ｚそれぞれで定義できるように

しました。 
 

 

 

なお、梁プロパティでも設定できる個別の断面欠損係数Ｉ，Ｚの方を優先します。 
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【10】柱の小径・有効細長比の非住宅対応（許容応力度計算以外が対象） 
 

柱の小径・有効細長比の検定基準値（令４３条第１号の表）の非住宅用の値での検定に対応しました。 
      ＜令４３条第１号の表＞ 

       
 
建物概要コマンドで、住宅／非住宅を切り替えることで、上記の値が切り替わります。 

 
 
 
 
 
 

   

非住宅用の値 住宅用の値 
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【11】梁断面算定で、令４６条壁量計算機能を追加 
 

■計算目的が梁断面算定において、「令４６条に定める壁量の算定」と、「柱頭柱脚接合金物の検討」 

が計算可能となりました。 

 

 

※「Ｎ値計算法（告示第 1460 号）」は、２階建てまでの場合に設定可能となります。 
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■梁の検討で、短期水平力の考慮の有無が選択可能になりました。 

 （計算目的が、「梁断面算定」および「性能表示壁量計算＋梁断面算定」の場合） 

 

 

上記を“考慮しない”とした場合、「梁の設計（短期時の検討）」から、荷重ケースで地震時（Ｋ）が除

外されます。 
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【12】[機能強化] 令４６条壁量計算で、Ｎ値計算（告示第 1460 号）対応 

 

計算目的が令４６条壁量計算において、２階建てまでの場合はＮ値計算法（告示第 1460 号）の検討が可

能となりました。 
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【13】[機能強化]  インナーバルコニーの床面積算入対応 
 

インナーバルコニー（２階以上で小屋までバルコニーの壁・柱がある場合）の領域をオーバーハングと

して入力することにより、該当階床面積に算入するようにしました。 

 

 （１）オーバーハングをバルコニー下部に入力した場合 

           ①令 46 条に定める壁量の算定(1)壁量の算定表 地震力による床面積 

            1 階床面積にオーバーハングの面積を加算 

 

           ②性能表示に定める壁量の算定 地震力による床面積 

            [1 階床面積 S1=s1+sb×α+so+sp ]にオーバーハングの面積を加算 

           [2 階オーバーハング面積 so]=オーバーハングの面積 

 

 

（２）オーバーハングをインナーバルコニーに入力した場合 

           ①令 46 条に定める壁量の算定(1)壁量の算定表 地震力による床面積 

            インナーバルコニーの入力階にオーバーハングの面積を加算 

            

           ②性能表示に定める壁量の算定 地震力による床面積 

              [2 階床面積 S2=s2]にオーバーハングの面積を加算 

            [2 階オーバーハング面積 so]=0.0 
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【14】[機能強化]  べた基礎のスラブ記号の任意文字対応 
 
べた基礎のスラブ記号を任意の文字で設定できるようにしました。 

        

        

 

＜計算書：基礎の設計＞ 

 

 

スラブの設計（１）地耐力の検討、（２）スラブの設計の位置記号にも反映されます。 

また、基礎伏図タイプ指定で「スラブブロック仕様名」を“描画する（スラブ記号）”とした場合も図面

に反映されます。 
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【15】[機能強化]  計算書の作図に図面タイプ指定を反映 
 
図面出力制御用の「図面タイプ指定」について、計算書内の作図のうち、基礎伏図、床伏図、屋根伏図、

立面図で出力対象としている部材について、図面タイプ指定の設定を反映しました。 

※平面図、母屋伏図については、前バージョンで対応済みです。 

 

          

 

 

 

【16】[機能強化]  吹抜の積載荷重対応 
 
吹抜がある物件で、計算時に「部屋別床積載荷重」に吹抜用の積載荷重レコードがない場合、自動で追

加（荷重はすべて０）するように対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 


